
【課題】

•プロジェクト提案以後の状況を確認できる仕組みが整理されていない。

•提案内容の各会員へのアプローチ方法が提案者発信に因る部分が大きい。

•会員間の情報共有の機会が少なく、コンソーシアムが活性化されていない。

【解決方針】

•定期的にプロジェクト提案の情報を更新し、共有することで、会員間の連携

促進を図りたい。

プロジェクト提案の状況確認

状況確認シートの作成



実施日/期間 名称 概要

2021.4.21 AI運行バス実証実験

・幕張新都心地区を対象にAIを活用したデマンドバスの実証実

験を１か月間実施

・エリア内に任意のバス停を２４か所設置し、地域住民や来街者

が利用（無料）

・スマホ等からのリアルタイムな利用申請に対し、AIが最適な運行

2021.4.27 パーソナルモビリティ自動（無人）走行実証実験
・イオンモール幕張新都心において、利用後乗り捨てたパーソナル

モビリティ（ILY-Ai）のポートへの無人帰還やパーソナルモビリティ

5月 2021.5.11～14 パーソナルモビリティシェアリング実証実験

・パーソナルモビリティ（WHILL、RODEM、ILY-Ai）を活用した

街中でのシェアリングサービスを実施（無料）

・海浜幕張駅前、三井アウトレットパーク幕張、幕張メッセの３か

所に貸出場所を設置

・WHILL、RODEMについては、走行可能エリアを自由に、ILY-

Aiについては、三井アウトレットパーク幕張内にて実施

6月

2021.7.9 幕張新都心モビリティコンソーシアム設立

・企業、大学、住民及び行政の連携により、多様な主体による新

しいモビリティサービスを実現し、地域の移動課題への対応や回遊

性の向上、地域の活性化を図るための組織体を設立。

2021.7.10～7.31
幕張新都心における

自動運転車両走行環境適正調査

・幕張新都心における自動走行システムを活用した新たな移動

サービスの実現に向け、幕張新都心内の車道において、自動運

転車両の走行環境の適正調査を実施し、自動走行に適したルー

トの選定やインフラ整備の必要性等を検証する。
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自動運転モビリティ

・パーソナルモビリティを利用して、貸出可能台数の把握・予約・利用・返却までの無人対応を想定したシェアリ

ングサービスを実施した。

・利用者の予約に応じて、AIが最適な運行計画を作成するオンデマンドバスを幕張新都心エリアで走行させ

た。

・企業、大学、住民及び行政の連携により、多様な主体による新しいモビリティサービスを実現し、地域の移動

課題への対応や回遊性の向上、地域の活性化を通じて持続可能な都市づくりを目指すため、「幕張新都心

モビリティコンソーシアム」を設立した。

2022年度の

主な取組み

2023年度の

主な取組み

提案日 2021年7月29日

提案者 千葉市

提案タイトル 幕張新都心を中核とした近未来技術等社会実装によるユニバーサル未来社会の実現
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モビリティコンソーシアムでの検討
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各年度で予定している
取組内容

スケジュール

今年度の取組（実績）

今年度の取組（予定）
各企業への希望事項等
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